
国土交通省、防衛省、消防庁、自治体などからの受託事業を実施しました。（以下抜粋）

広く社会で活躍できる人財の育成

2025年度活動実績

国土交通省
航空局
航空整備士に対するCBTAプログラムの導入に向けた調査

国土交通省
航空局
航空従事者技能証明等の電子化に関する調査

茨城空港
利用促進等協議会
茨城空港のあり方検討に係る調査

福島県 福島空港ビジネス利用拡大調査

沖縄県 航空関連産業クラスター形成促進業務

姫路市
姫路観光コンベンションビューロー
姫路市インバウンド・ターゲティング分析及び観光情報発信業務

航空産業の活性化

＜2025年度＞ 講義受講者数 14,520名
ANAグループ入社数 約700名
講義実施 61校、10企業・団体
講師派遣校実績（103校 累計）
連携協定締結 流通経済大学・

成蹊大学・都留文科大学

Courtesy of Joby Aviation. 

(c) Joby Aero, Inc.

提携校 全国54校（関東28,中部6,関西17,九州・沖縄3）
海外 1校 ※2026年4月1日時点

講義・キャリアサポート・学外学習を実施

関東

跡見学園女子大学
エアライン・鉄道・ホテル・

テーマパーク専門学校
国際短期大学
国際トラベル・ホテル・

ブライダル専門学校
埼玉女子短期大学
順天堂大学
城西国際大学
上智大学
白百合女子大学
成蹊大学
聖心女子大学
大東文化大学
都留文科大学

多摩大学
玉川大学
帝京大学
東海大学
東京外国語大学
東京家政大学
東京農業大学
東京農工大学（大学院）
獨協大学
日本大学
明海大学
立教大学
流通経済大学
麗澤大学
早稲田速記医療福祉専門学校

関西

芦屋大学
大阪経済大学
関西学院大学
関西外国語大学
関西国際大学
京都ノートルダム女子大学
京都産業大学
近畿大学
甲南女子大学

神戸市外国語大学
神戸松蔭大学
摂南大学
帝塚山大学
同志社大学
平安女学院大学
流通科学大学
龍谷大学

中部

愛知淑徳大学
金城学院大学
椙山女学園大学
中日本航空専門学校
名古屋外国語大学
名古屋学院大学

九州・沖縄

鹿児島国際大学
立命館アジア太平洋大学
琉球大学

海外

ベネチア・カフォスカリ大学

❖日本着の提供座席数に焦点をあてた航空輸送力分析のとりまとめ

◆国際線供給量分析：夏季・冬季スケジュール日本着国際線航空輸送提供座席数とりまとめをホームページで公開

❖自主研究レポートを公開

◆自主研究レポート：「空飛ぶクルマ」「安全なドローン社会の実現」「国際航空貨物における成田空港の未来戦略」
「ナッジ理論（行動経済学）」 「空港人材不足の課題」 「航空機操縦士不足対策」など、

多岐にわたる研究員レポートをホームページで公開 ※一部2024年度実績を含む

（50音順）



地域の活性化

2025年度活動実績

QRコードを読み込むとANAグループWEBページの詳細記事がご覧になれます

３年目を迎えた今年は長野県
松本市で開催される「北前船
フォーラム」に呼応し、長野県
の観光交流に貢献することを目
指して長野県への訪日促進を

テーマにロンドンでコンペを実施しました。「Nagano : 
Japan’s Hidden Fourth Corner～Find the Japan the 
Guidebooks Missed～」と題し、「精神・工芸・自然」と
いう３つの普遍的な視点から、長野を提案
したチームが優勝しました。その優勝チーム

は実際に長野を訪れ、長野の歴史や
伝統ある長野の各所を感じながら
地元の方々と意見交換をしました。

ロンドンビジネススクール（LBS）との
訪日促進策提案共同事業

つながるアートプロジェクト（美術作品交流：北海道・鹿児島県）
地方の学校と首都圏の学校をつなぐアートプロジェク
トを実施。鹿児島県加計呂麻島にある伊子茂中学校、
北海道安平町立中学校と都立特別支援学校がICTを
活用、オンラインで合同の美術の授業を行いました。

制作工程を分担した共同制作や、作品を交換して
写真撮影を行い、生徒が遠隔地に訪問する疑似体
験を行うなど、新しい交流モデルを構築しました。

『つながるアートプロジェクト』（美術作品交流：北海道・鹿児島県）

伝統工芸品展示事業『KO=GHEI／工＝藝（理性と感情の交点）』

2024年からスタートした一般社団法人 北前船交流拡大機構による地方の伝統
工芸品の海外展開。過去２回は４月のミラノデザインウィークに
て展示会を開催。今回は内閣府の公募事業に採択され、北前船交流

大機構独自の展示会を冬季オリンピック開催中の
ミラノにて実施しました。日本の伝統工芸品を「高付
加価値のART」としてミラノに集まる
EU各地の目が肥えている人々への認知
度向上、特に富裕層顧客への認知と販路
の拡大へ向けた組みを実施しました。
展示会の期間は連日大盛況と
なり、広く顧客の獲得への確
かな手応えを得ました。

北前船フォーラム in信州まつもと

ANA総研が事務局運営を担っている
一般社団法人 北前船交流拡大機構主催に

よる、第36回 北前船フォーラムin信州
まつもとが11/20-11/22の期間で開催され
ました。今フォーラムは初の内陸・長野県

での開催という事でしたが「塩の道」「東山道」
「古代史で地域を繋ぐ」など各テーマによる基調講
演をはじめとした多くの企画で大盛況となりました。
またエクスカーションとして長野県内４コースを設

定致しまして大変多く
の参加者が
長野県内の
各地を堪能
しました。

就労（農村）
体験プログラムの展開

近年、深刻な課題
である人手不足の
解消に加え、関係
・交流人口の増加、
観光消費額の増加、将来的な
移住・定住の促進に繋げるこ
とを目的に「地域の観光コン
テンツ」として夏休み・春休
みに学生・若年層を対象とし
た就労体験プログラムを2022

年から3年間実施した北海道稚
内市に続き、2025年は鹿児島
県奄美大島にて農村体験プロ
グラムとして実施しました。

奄美群島ユニバーサルツーリズムの推進

障がいの有無に関わらず高齢者など
誰もが楽しめるユニバーサル対応の
観光地づくりへの支援として、
PeachならびにANAウイングフェロ
ーズ・ヴイ王子株式会社と連携し、
奄美群島各島（奄美大島、喜界島、徳之島、沖永
良部島、与論島）にて、障がいを持つ当事者によ

るおもてなし研修会を各島で基礎
編（座学）と実践編（フィールド
ワーク）で、166名の観光従事者
が参加しました。あせて各島の観
光施設の実態調査を行い、「鹿児
島県かごしまの旅」HPにユニバ
ーサル情報を掲載しました。

観光地経営のプロフェッショナルによる地域
課題のソリューション提供

国連世界観光機関のパネル委員、米国DMOの統括団体
委員、JNTOの理事（元）など様々
なフィールドにおける経験・人的
ネットワークをもつ研究員が地
域活性化をお手伝いします。今年
度は福島県会津若松市のインバウ
ンド誘客推進のため、ANAグルー

プが持つ国内外の幅広
い事業領域から得られ
た知見を基にした現状
調査・分析を基に、
ターゲット国ごとの
戦略及びアクション
プランを立案しました。


